
財務経理・IRを担当しております⽥邉です。

2024年3⽉期第1四半期の業績についてご説明します。
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スライド1をご覧ください。

まず、本⽇ご説明するサマリーです。

第1四半期の連結決算は、78億円の増収、19億円の増益となり、前年、計画ともに
上回ることができました。
主な増益要因は、販売数量の伸⻑効果6億円、改定効果44億円でした。
しかし、継続する原材料・動⼒費などのコスト⾼騰影響29億円で⼀部相殺されました。
国内スナックの需要は引き続き堅調です。6⽉に3回⽬の価格・規格改定を実施し、数
量が⼀時的に落ち込みました。2Q以降、追加的なマーケティング活動を実施し補強して
参ります。
海外は、重点地域の北⽶と中華圏は前年割れでしたが、英国、インドネシア等の好調
により、全体としては増収増益となりました。
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スライド2をご覧ください。

2024年3⽉期第1四半期の連結業績についてご説明します。

売上⾼は732億円で、前年同期⽐12.0％増、計画⽐で102.9％。
営業利益は72億円で、前年同期⽐35.1％増、計画⽐で111.5％となりました。

また、当期純利益は63億円で、為替差益などの計上により、前年同期⽐37.3％増、
計画⽐152.5％となっております。

前年に対しては、国内・海外ともに増収増益となりました。
国内は、スナックの数量が伸⻑し、改定効果がコスト⾼騰を上回りました。
海外は、英国、インドネシアの好調、タイの国内における復調とともに、前年7⽉に
Greenday Global社を連結⼦会社に追加したことが寄与しました。

計画に対しては、国内スナックの販売数量が伸⻑するとともに、販促費を抑制できたこと
で、売上⾼、営業利益ともに計画を達成しました。
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スライド3をご覧ください。

営業利益の増加要因についてご説明します。

連結全体で対前年度⽐19億円の増益で、内訳は国内事業の+16億円、海外事業
の+3億円となっております。

国内は、16億円の増益。
販売数量の伸⻑効果6億円や改定効果44億円があったものの、原材料・動⼒費の⾼
騰29億円などで⼀部相殺しております。
原材料価格の主なものは、輸⼊原料、包材、⾷油、国産ばれいしょになります。⾦額は
ご覧の通りです。

海外は、3億円の増益。
改定効果7億円を、コスト⾼騰5億円が⼀部相殺しております。
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スライド4をご覧ください。

国内製品別の売上⾼についてご説明します。

スナック全体では対前年度⽐で72億円の増収となりました。
ポテトチップスは+35億円、じゃがりこは+10億円、その他スナックは+27億円とすべての
カテゴリで伸⻑しました。

シリアルは前年並み。
その他事業は4億円の増収で、主に⽢しょ事業の貢献によるものです。

要因については、次のスライドでご説明します。
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スライド5をご覧ください。

ポテトチップスは、対前年度⽐で増収。
前年は、ばれいしょ不⾜による販促抑制を⾏っていたため低調でしたが、その後の需要は
堅調です。特に定番品の「うすしお味」や「堅あげポテト」が伸⻑しました。

じゃがりこは、前年の1Qから強い需要が継続し、対前年度⽐で増収。
主な要因としては、外出増加で、携⾏性の⾼いカップ製品の需要が⾼まったこと、また、
定番品のロゴを変えたパッケージを、期間限定で発売するなどし、若年層の購⼊率を引
き上げられたことがあげられます。
また、供給サイドでも、⾼い需要に対応するため、⼀部期間限定品の発売を取りやめ、
定番品の製造に注⼒をいたしました。

その他スナックは、⼟産⽤製品、⼩⻨系スナックなどで増収。
⼟産⽤製品の売上⾼は、新型コロナウィルス感染拡⼤以前の⽔準まで回復しました。
⼩⻨系スナックは、相対的な値ごろ感が好評で、売上を拡⼤。

シリアルは、前年並みとなりました。
国内市場は、2021年のオートミールブームが落ち着き、市場全体が縮⼩傾向にありま
す。その中でカルビーは、ベイクドオーツの減収インパクトがあるも、オリジナルや糖質オフの
改定効果による増収要因で⼀部相殺に成功いたしました。
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スライド6をご覧ください。

海外事業の地域別業績についてご説明します。

北⽶は、現地通貨べ―スで5％の減収、営業利益は1億円の減益となりました。
「Harvest Snaps」や⽇本発製品が下⽀えするも、PB・OEMの不調により前年度割
れでした。

中華圏は、⼩売店舗向け、Eコマースともに減収で、売上⾼は前年同期⽐で9％減、
営業利益は0.6億円の減益となりました。

その他地域は、英国、インドネシア、タイが牽引し、売上⾼は17％の増収、営業利益は
4.7億円の増益となりました。
英国は、ポテトチップスの配荷拡⼤や、新製品のペレットスナックの発売が貢献しました。
インドネシアは、ポテトチップス等の販売が伸⻑したことに加え、原材料費の改善が寄与
しました。
タイは、⼈流回復による国内需要の増加と、前年7⽉に連結⼦会社を1社追加したこと
などが寄与し増収増益となりました。
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スライド7をご覧ください。

北⽶、中華圏についてもう少し詳しく説明します。

北⽶市場は、現地通貨べ―スで減収、営業利益も減益となりました。
PB・OEMは、新規顧客の獲得には向かっているものの、業界全体の再編により、既存
顧客からの受注減が続いています。
「Harvest Snaps」は、2つの要因で販売数量は前年割れとなりましたが、全体としては
価格改定効果により増収となりました。販売数量の落ち込み2要因ですが、1つ⽬は⼤
⼝顧客による販促タイミングの⾒直しをしたことです。2つ⽬は売上拡⼤させた前年1Qの
販売数量を越えられなかったことが挙げられます。「えびせん」などの、⽇本発製品は引き
続き好調です。

中華圏は、減収減益となりました。
⼩売店舗向けは、主要取引先での在庫調整に時間がかかり、受注が減少。
Ｅコマースは、TikTok等の成⻑チャネルで売上は拡⼤しましたが、前年1Qのロックダウン
特需を超えることができませんでした。
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スライド8をご覧ください。

最後に、8-10⽉期の価格・規格改定についてご説明します。

「じゃがポックル」を含む、国内の⼟産⽤製品について、2回⽬となる改定を、今年の8⽉
から10⽉かけて随時実施します。
対象製品の売上⾼は70億円、改定率は5-20％です。

以上でご説明を終了いたします。
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